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里子訪間ツアー報告 次回企画を望む声も多数
ベ トナム子供基金のホーチ ミン市里子訪問ツアーは 4月 9日 、無事帰国 しました。

同ツアー参加者 20名 は、現地で里子 と対面 したほか、 ロンアン省 の避難所兼学校の建

設現場を見学す るな ど精力的に 日程 をこな しま した。ベ トナム青葉奨学会事務局はツ

アーを振 り返つて、里親が里子の家庭環境を理解できたと評価する一方、子供基金、参加

者、旅行代理店、青葉事務局の間の相互連絡が不十分だつたと今後の課題を報告 (2ペー

ジ参照)、 参加者にお書きいただいたアンケー トでも同様の意見があつたほか、
ベ トナム

を少 し理解できた気がするとの声をお寄せいただきました (3ページ参照)。

5年ぶりの里子訪問ンアーには、多くの参

加申し込み、問い合わせがありました。今回

は20名 が参加されましたが、課題もアンケー

トに見られるように残 りました。しかしなが

ら、基本的には好評で、来年以降も実施して

ほしいとの希望が事務局に寄せられました。

次回からは、できれば10名 くらいで行えれ

ば、今回以上に里子との交流ができるのでは

と考えています。地方の里子をお持ちの里親

の方にも参加できるようなものも考えたいと

思います。次回以降ツアーに参加したいとい

う方、どうぞご希望をお寄せください。また、

ツアーでなく個人で里子に会いに行きたい、

ベ トナムの現状を見てみたいという方も、当

基金で里子との面会を手配しますので、ご連

写真 :ロ ンアン省の避難所兼学校建設現場

絡ください。里子はいないが、青葉奨学会を

見てみたい、NGOの活動を見学したい、駐
在員 と話してみたいという方も歓迎します。



ベ トナム青葉奨学会報告
一反省と今後の対策―

4月 5日  夕食会
・ネームプレー トを準備 したのは、お互いの

名前があつて、わかりやすかつた。

・通訳の数 :多いに越したことはないが、一

応た りていたと思 う。

・司会 :ベ トナム語、日本語で行 う。特に問

題なし。

・里子が夕食会に参加することを里親の人が

知らなかつたことが一番の問題。

【今後の対策】里親へのインフォメーシヨン

は最大限に行 う。

4月 6日  ロンアン省
・人数が当日まで確定していなかつたため、

車の調整が必要になつたこと。

・ ミトー観光を知らなかつたこと。

・人民委員会のボー ト手配は問題なし。

・具合が悪くなつた里親の方がお り、人民委

員会で待つことになる。 (高橋付き添い)

・行きの時間が遅れたことで、帰 りも遅くな

り、夕食との間に時間がなかつた。

【今後の対策】事前に参加人数を確認するこ

と。 ミトーなどの観光オプシヨンを付ける場

合は前もつて聞いておくこと。時間は前日に

必ず確認すること。

4月 7日  懇談会
・最初の時間がずれ こんだ。 (8時 20分開

始 )

・ホゥエ代表の話が長かつたので (50分 )、

質疑応答の時間が少なかつた。

【今後の対策】時間を厳守する。時間配分を

考えて進行をする。

4月 7日  里子との一斉面会

。大きな事務的な トラブルはなかつたが、里

親が里子の家に行 くことを知らないケースが

あつた。

・事前に地図と履歴票を用意したこと、Indc

hiaの 通訳の人が下調べしたこと、青葉の歴

史などを読んでおいてくれたことがよかつた。

・支援里子で名前が抜けていた里子がいた。

【今後の対策】ンアーの呼びかけ段階で詳細

を知 らせることと、再確認を行 うこと。申し

込み用紙に、里子の名前と支援数を書き込ん

でもらうようにする。それを再度事務局が確

認する。

4月 7日  夕食会
・テーブルが 2つに別れてしまつたので、話

をする機会が少なくなつた (大人数なので仕

方がない部分はある)。

・一人ひとりの里親から面会の模様を伝えて

もらい、これからの支援に何が必要なのかを

シェアできた。

4月 8日  タオダン
。当日まで人数が確定しなかつた。時間をた

だ午前中としか決めていなかつたため、長時

間になつてしまつた。

【今後の対策】事前に人数を確認することと、

詳しい時間を設定すること。

全体として

。人数が多すぎた。一人ひとりと話ができな

い。名前と顔を覚えるのが大変 (事務局と里

親だけでなく、里親と里親 という間でも名前

が覚えられない)。

・参加者の数が増えるだけ要望も多くなり、

それに対して事務局が対応できない。これか

らのことを踏まえて、次回は10人 ぐらいの定

員にしたほうがよい。

・地方の里子をホーチミン市に呼ぶことはど
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うか。里子と先生に負担がかかりすぎたので

はないか。地方にいる里子の場合は、極力こ

ちらから会いに行 く形をとつたほうがよい。

そのことを里親の人に理解 してもらう。

・里子訪問に関して、最初は里子の家に行 く

のはどうかと思つたが、里親が里子の家庭乗

境をより理解できた点、よりベ トナムの状況

を理解できた点 (そ の家だけでなく周辺部の

環境も)が 自分の里子だけでなく同じような

環境、またより劣悪な環境にいる子供にも日

をむけられた点でよかつたのではないか。

・子供基金、参加者、ピースインツアー、青

葉の中での相互連絡が徹底していなかつたた

め、小さな戸惑いが生じた。幸い大きな トラ

ブルにはいたらなかつたが、事前に連絡の徹

底は行 うべきである。

次回のツアーに向けて

。ボランティア教室を訪問する。現在青葉奨

学金では「国公立の学校」に通つていること

が奨学金を受ける基準になつているが、その

回公立の学校や私立の学校にも通 うことがで

きない子 どもたちの存在を知つてもらう (自

分の里子だけが大変なのではないことを里親

の方にわかつてもらうため)。

アンケー ト集計結果
(カ ッコ内の数字は人数。青葉奨学会ま と

め)

1.ツアー日程に関して
。参加者人数を10人 ぐらいにしたほうがよい

のではないか。

・今回の 5日 間ぐらいでよい。 (7)
・ 6日 間ぐらいがよいのではないか、朝が早

かった。 (3)

写真 (上から):吉田勉さんとホー・ティ・ トウ
オン・ビーちやん、柴田敦子さんとグエン・テイ

・ トゥー・ズィエムちゃん、塩谷隆さんとグエン

・ティ・トウイ・リイエウちやん)

。東京発の便にしてほしい。

・暑い時期をはずしてほしい。 (2)

・少数で、毎月ツアーを開催してはどうか、

集団では 2年に 1回。
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。もう少し長い期間がよかつた。 (2)

・ 自由時間が少なかつた。

2.里子との面会に関して (面会時間・面会
場所・通訳など)

・里子の名前がもれていた。里子に迷惑をか

けたのではないか。

・通訳はよかつた。 通訳は大切だ。 (■ )
・時間もよかつた。 (10)

。地図の書き方がよくない。 (2)

・感激した。面会の場所は今回がよかつた。

(8)

・里子の家に行 くことが、逆に里子に負担を

かけたのではないか。

・パーティーに里子が来ることを知らせて欲

しかつた。

・パーティに里子が来てよかつた。 (2)

・複数の里子 との面会で、共通の話題を探す

のが大変だつた。

3.ホゥエ代表との交流に関して
・質疑応答 の時間が もつ とほ しかつた。

(3)
・青葉奨学会のことがよくわかつた (3)
・交流は必要ないのではないか。

・支援を続ける気持ちが強くなつた。 (2)
。「Jいの問題」が今後の里親・子供基金の課

題だということがわかつた。

4.今後の青葉奨学会に関して
。よりよい発展を祈る。 (2)
。自分の支援 している里子を気にかけること

は悪いことなのか。

・タオダンに支援ができないか。

・スタディツアーをまた企画してほしい。

・できるだけ多くの子どもたちへ奨学金を支

援できるようにしてほしい。

・ベ トナム子供基金の PRが もつと必要では
ないか。 (2)

写真 (上から):光武まち子さんとファム・ティ
・ゴック・ミーちゃん馬藤田政弘さんとゴー・二

ュー・ ヒエンちやん峙スタッフの上肥明代さんと

タオダンの子どもたち

・市内の子 どもたちの生活 レベルが向上 して

いることと、地方への更なる支援の必要性を

感 じた。

・ もつと貧 しい子 どもを支援 したい。
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・支援者 (里規)同志の連帯を深めてはどう

か。

・青葉のスタンフとの交流があればよかつた。

・青業の後継者が早く出てくればよいのでは

ないか。

・里子からの手紙が 1年に 2回はほしい。

5.そ の他
。現場を見れたことがよかつた。これからも

現場見学を増やしてほしい。

・参加者がよかつた。知 り合えてよかつた。

。またベ トナムに来たい。

・ 3年に 1度 ぐらいこのツアーを計画して欲

しヤヽ。

・低学年の子 どもたちへより奨学金を支援 し

てほしい。
。1年に 1度 ぐらいこのようなツアーを計画

して欲 しい。

・よい思い出になつた。これからも支援を続

けていきたい。

・他人の痛みがわかる教育がさらに必要にな

るのではないか。

・ベ トナムではまだ助け合いの機構が多い。

それに比べて日本の福社の貧弱さを感 じた。

・ホーチミン市以外の場所でツアーができな

いか。例えばハノイなど。

写真 :ロ ンアン省の避難所兼学校建設現場にて、地元の子 どもたち

(1～ 5ペ ージの写真は河合孝氏提供 )
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里子訪問ツアーでの発見

上 肥 明 代

今回ベ トナム子供基金里子訪問ツアーに参

加 し、 2つ大きな発見がありました。

ひとつは、里親の皆様の里子への想いの強

さです。直接里子に会つている里親の皆様の

姿を見て、皆様が里子を本当に愛しているこ

とに気づかされました。里子の成長に驚き、

自分の里子の話を他の里親の方に「うちの子

は…なんですよ」と自慢する姿に、私は少し

驚きを感 じました。単に、奨学金を支援して

いる対象、という関係以上の絆がそこにはあ

りました。これだけの思い入れがあるのだと

い うことを痛感させられ、両者の間を取り持

つ私の仕事の責任も感 じさせ られました。

ふたつ日は、里親の皆様が自分の里子以外

のベ トナムのことにも関心を抱いているとい

うことです。たとえば、ロンアン省 トウトタ

アの発展のために何ができるのかなど、とて

も大きな問題も考えていらつしゃいました。

また、ホーチミン市内で、道路をはだしで歩

く子どもたち、物乞いをする子 どもたちなど

を目にし、そのような子 どもたちへの関心も

膨 らんでいらした様子で、里親の皆様から、

彼 らに関する質問も寄せ られました。 日本で

得 られる情報も多々あると思いますが、現場

を見ることの大切さを考えさせ られました。

自分の里子に対する想いは、とても尊く美

しいものだと思います。そして今回のツアー

で、里子と同じ境遇の子 ども、さらにはもつ

と劣悪な環境にいる子どもがたくさん存在す

るとい うことを直接 目にする中で、ベ トナム

という国を以前より知つていただけたと思い

ます。私は、里親の皆様が里子についてはも

ちろん、さらに視野を広げていることについ

て、その考えや意見を共有していくことが必

要ではないかと思いました。一人の人間の頭

で考えているだけでは何も起こらないことも、

それをたくさんの人と共有することで何か新

しいことが始まることもあると思います。

また、私は里親の皆様が里子の家を訪問で

きたことについて、とても貴重な経験だつた

のではないかと思つています。 日本人が行く

ということで、里子の家では何かと準備をし

なければならず面倒をかける、また、もとも

と貧 しい家庭なのだから、来客、特に、外国

人に来 られることは望まないかもしれない、

など反対意見もあると思います。私もそのよ

うな意見を理解 します。しかし、ベ トナムの

家庭を見ることができたとい うだけでなく、

ベ トナムの貧困家庭がどの程度のものなのか、

またその周囲の環境がどのようなものなのか

まで、自分の日で見ることができるとい うの

は、さらにベ トナムヘの理解を深める大きな

きつかけになると思います。

今回のツアーを通じて、里親の皆様にも生

のベ トナムを見ていただくことの大切さを感

じました。現地に来るのはなかなか難しいこ

とかもしれませんが、できるだけ皆様にその

機会を作つていただければと思つております。

私は 3月 26日 から青葉での仕事を引継ぎ、

5月 6日 から一人で仕事を始めています。こ

れまで青葉の日本人スタッフとして働いてい

らした渡辺さん、脇平さん、高橋さんが、ど

れだけ多くの仕事をこなし、たくさんの素晴

らしい仕事を残してきたか、その重みを感 じ

ています。私にもそれだけのことができるの

か考えると不安を感 じずにはいられませんが、

周囲のベ トナム人スタッフの力を借 りながら、

私らしくがんばつていきたいと思つています。

これからの 2年間に、 「土肥明代の仕事」

として、何かひとつでも私がやつた仕事と思

えるものを残 したいと思つています。

(どひ あきよ・駐ホーチミン市スタンフ)
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「ベ トナム子供基金・栃木支部」設立を歓迎

里子訪問ツアーに参加された吉田勉氏は帰国後、ベ トナム子供基金を栃木で PRす
るため「ベ トナム子供基金・栃木支部」 (仮 称)の 設立を子供基金事務局に提案、
子供基金運営委員会は 5月 18日 、これ を了承するとともに、今後、会員の皆様に
よる同様の活動を歓迎することとしま した。

ベ トナム戦争が終わつて四半世紀、ベ トナムは、まだまだ発展の途上にあり、学生や若

者達は愛国心に燃えて国づくりの夢をもつています。けれ ども、貧乏のため学校に行けな
い子供がたくさんいます。 「ベ トナム子供基金」は里規制度をとって里子 とそのコミュニ

ティーを支援 しています。みなさんもこの支援活動に参加 しませんか ?(「 栃木支部パン
フレット」より)

吉田勉氏は、今回の里子訪問ツアー を 「大変有意義で楽 しいもので した」 と語 り、

里子 との面会だけでなく、 ドンズー 日本語学校の見学やホーチ ミン市の恵まれない子
どもたちの施設 (キ ・クアン寺)を 訪問できたことを評価 しています。
宇都宮市国際交流協会の副会長 を務 める吉田氏はこれまで、ベ トナムに関心のある

同協会の会員 に子供基金の紹介 をして きま した。今回のツアーをきつかけに、同協会

を活用 して子供基金を栃木地区で PRし てはどうか と考え 「栃木支部」の設立を提案、
同協会の登録団体 となることも念頭 に置いているとい う。

子供基金事務局は 5月 12日 、吉田氏の呼びかけに応 じ、宇都宮市で開かれた 「フェス

タ my宇都 宮 2002」 に近藤昇代表 ほか 2名 を派遣、吉 田氏 とともに子供基金の活動
を PRし ま した。

「べ トナム子 供 基 金 田栃 木 支 部 」 (仮称 )の 概 要
栃木地区の「ベ トナム子供基金」の会員を増やすための PR。

栃木地区会員の親睦。

吉用勉

〒321-0925字都宮市東築瀬 1-32-22吉 田宅 (TEL 028-635-9595)
「ベ トナム子供基金」の会費は東京のベ トナム子供基金に納める。
「支部」の会費はなし。

宇都宮市国際交流協会の登録団体として加入する。

同協会年会費 (3000円 )は支部メンバーの寄付でまかなう。

1.目  的

2.発 起人
3.事 務 局
4.会  費

5。 その他

7



2001年べトナム子供基金会計報告
(期間 :2001年 1月 ～12月 )

ベ トナム子供基金

緊急支援

ベトナム子供基金収入の内訳 (2001年 ) (単位 :円 )

R菜見〉 一 肥 ]冷

「著 買 買 主カロテ 頁 燕力日j

1月 13 344,000 36.000 4 37.000 18 417.000

2月 4 82.000 2 24.000 0 0 6 106.000

3月 428.700 4 48.000 1 50,000 15 526.700

4月 C 148.700 1 12.000 ９

留 42.715 9 203.415

5月 208.700 0 0 1 7.570 21 274

6 39 988.700 7 84.000 60.000 5C 1.132.700

7 53 1.122.000 14 168,000
９

日 173.000 87 1.463.000

8チ 22 452.000 2 24,000 3 15.000 ワ
‘
９

留 491.000

9 9 152.000 1 12.000 2 9.000 173.000

10月 222,000 0 0 3
９

留 559 14 243,559

11月 15 391,700 1 24.000 3 14.000 19 429.700

12月 16 874.700 1 24.000 4 15,930 の
ね 414.630

208 4.915.200 34 456,000 53 445.774 295 5.816.978

奨学生総数 :495名 (小学生111名 、中学生183名 、高校生165名 、大学生36名 )
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緊急支援 H収入の内訳 (2001年 )

ミカ日者
1月

区
υ 235,000

2 4 61.000
3月 3 22.850
生 0 0

5月 2.000
5月 4 36.507
7月 3 8.000
Bナ 1 5,000
9 0 0

10 0 0

11月 5,000
12月 101000

０
ね 385.357

経費の内訳

子供基金

緊急支援

2001年度青菜奨学会会計報告 (期間 :2001年 1月 ～12月 )単位 :USD

科 目 金 額

4.500
〈
向 4.500

科 目 金 額
1ともこ主 37,464.00

3.053.00
40.517.00

こと1繊ィ 2.524.04
計 43.041.04

収入 支出

会計報告補足

◇これまでホーチミン市のベ トナム青葉奨学会への送金は ドル建てで行つてきました。2001年度は

4回にわたつて送金し、平均レー トは 1ドル=124。 13円 でした。送金に際して、為替 リスク、円か
らドルヘの両替手数料がありますので、これをなんとか円建てにできないものかと青葉奨学会とも

相談しました。ベ トナム側にとつては円よりもドルの方が、現地通貨 ドンに対して安定していると

うヽことなどが ドル建てを選んでいた理由ですが、円 。ドンの相場も以前に較べると安定してきた

ということもあり、2003年度からは日本からベ トナムヘの送金を円建てで行 う予定です。これによ

り、為替リスクがなくなり、またⅢ両替時の手数料もなくなります。

◇緊急支援事業として、ロンアン省に建設中だつた避難所兼学校は当初、 4月 の里子訪問ンアーの

時に開校式を行 う予定でしたが、工事がおくれ、また、雨季に入つたため、 7月 ごろ開校の予定で

す。予定の大幅な遅れについて、ご支援いただいたみなさまにお詫びいたします。

◇ベ トナム子供基金は、毎月第 3土曜日の 2時からアジア文化会館において運営委員会を開いてい

ます。10数名の委員が活動内容や、皆様からご支援いただいたお金の使い方などについて話し合つ

ています。お近くにおいでのおりは是非お立ち寄りください。

矛 目 金 額

甦フ、
廷フ( 40,777.10
許 43,041.04
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Gap Lai Nheまた会いましょう

高 橋 佳 代 子

里親のみなさんこんにちは。

時間が過ぎるのは本当に早

いもので、ベ トナム青葉奨学

会のホーチミン市事務局での

約 2年の月 日がたつてしまい

ました (現在はすでに帰国し

て京都にお ります)。

実は今だから言えることな

のですが、当初、私は「子ど

も」や 「教育」に強い関心が

あつたわけではありませんで

した。ちょうど2年前サイゴ

ンでベ トナム語 を勉強 していた とき、知 り合いか ら「翻訳ボランティアを募集 してい

る」 と聞いて青葉の事務所を訪問 したのです。その とき、前任の脇平 さんが丁寧な対

応 をして くだ さり、また、ホ ゥエ代表か ら熱い想いを聞き、後任の仕事を引き受けさ

せてもらつたのです。

この 2年 間、楽 しい こともあれ ば、悔 し涙を流 した こと、悲 しくて何 も言えなくな

つたこと、人のや さしさに触れて感動 した ことな ど、多 くの出来事があ りま した。 し

か し、何 よりも思い出になつてい るのは、子 どもたちや里親のみなさんに出会 えたこ

とです。

「一期一会」 とい うのは少 し大げ さですが、里子 と里親の縁のみな らず、私 もその

縁のお こばれ をもらつた気が します。あ りが とうございました。

最後に、ベ トナムは豊かな国で もあ り、貧 しい国で もあ ります。貧 しさとい うのは

経済的な側面だけでは測 ることはできません。里親のみな さんには、貧 しい
ベ トナム

を見るの と同時に、豊かなベ トナムも見てほしいな と思います。

この 2年 間、本 当にお世話 にな りま した。重 ねてお礼 を申 しあげます。

また世界 の どこかで会 いま しょ う。 Hen Gap L五 !!!

(た かはし かよこ・前駐ホーチミン市スタンフ)

【写真 (著者提供):青葉奨学会は毎年テ ト前、子どもたちに衣類を配つている】
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人情の街サイゴン その8

脇 平 裕 美

現に、私の家賃を言 うと、まゆをひそめて、

「それは高すぎる。もつと安いところを知つ

てるよ。半額以下。 どうだ、来ないか ?

ん ?」

と、とつてもしつこい。

「ちつちつち。おばちゃん、それは “大家さ

んの家族みいんながその辺でうろうろしてい

る場合"つ ちゆう言葉が抜けてるよ。ぜ―つ

たい個室じゃぁないくせに―」

と言いたくつて仕方がないのだが、言語に問

題ありの私は笑顔でこの会話を終わらせる。

そして、それ以上会話の続かなくなつたおば

ちゃんは、今聞いたことを伝言ゲームのごと

く車内のみんなに回していくのだ。伝言ゲー

ムと違 う点は、そのすべてが私に聞こえてい

ることぐらいだろう。

しばらく走つていると、私は自分の頭髪が

時折何かに引つかかるような感 じを受けた。
「ん ? 後ろの人が身を乗 り出して、私の髪
の毛を肘かなんかで押 さえちゃつてるのか

な ?」

と思い、何度か頭を引いてみるのだが、その

「引つかかるような感 じ」は一向におさまら

ない。不審に思つて後ろを振 り返ると、な、

何 と後ろの席のおばちゃんが、私の若白髪を

一心不乱に抜いているではないか !

しかも振 り向いた私の表情は眼中にはない

らしく、おばちゃんはその自髪探しを止めよ

うとしない。そしてまた一本、ポちつ……。

おばちゃんは得意げに夕日に光つたその一

本を私に見せてくれる。が―ん。見知らぬお

ばちゃんにバスの中で白髪を抜かれていた。

愕然 とする私。次の一本を求めてまたおばち

ゃんの手が伸びてきたのを見て、私はようや

く正気に戻つた。

「あ～、おばちゃん、やめてぇ～～」

おばちゃんはなんとも不満そうな表情。

「あんた、自髪多いなぁ―。あかんで、こ

れ」

「いいから。だいじょうぶ。だいじょうぶ。

ありがと。ありがと」

必死におぼちゃんを制すると、ようやく彼女

は席に深々と腰をおろしてくれた。しかし私

の中には、生き生きと働 くサラリーマンのや

りがいをリス トラであつさり奪つてしまつた

ような、妙な後ろめたさが残つてしまつた。

ハーティンヘの道のりは遠い。しかも道は

なんとも単調である。永遠に続 く椰子の木の

行列、その奥には広々とした田んば。そして

その合間にバナナの木や、ぽよよんとしたパ

パイヤの木。私は何度も眠気に襲われ、また

起きて……を繰り返していた。

「ハーティン～～。着いたよ―」

運転手さんの叫びで目が覚めた。はっと見

回す と乗客は私のほかに年配夫婦一組のみ。

みんな途中で降りたらしい。 しかも当然深夜

だ。わけも分からぬまま、ポンと降ろされる。
「ここ、ハーティン ? ほ、ホテル、 ど
こ ?」

私は必死に運転手さんに聞いたが、眠そ うで

何も答えてくれない。これはもうこの年配夫

婦に引つ付いていくしかない。幸い二人とも

当然のように私を宿まで連れて行つてくれた。

もちろん値段交渉もお二人にお任せだ。

年前 1時ごろ、ようやく部屋確保。おやす

みなさいの挨拶を夫婦と交わして別れる。バ

ス (=大 きなカメひとつ)、 トイレ (=コ ン
クリー トに穴ひとつ)は共同だが、とにかく
体を伸ばせる大きなベンドに感謝。お気に入

りのTシ ャンが、 8時間もの窓開けつ放し走

行のために土ばこり色に変色していた。

(わきひら ひろみ・元駐ホーチミン市スタンフ)
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事 務 局 よ り

ベ トナム子供基金は昨年より、NGOの集  ご冥福をお祈りします。
ま りである「国際協力 NGOセ ンター」  本通信 1～ 5ページの写真は、ツアーに参

(INC)の会員になり、JANICを 通して広 加された河合孝さんからご提供いただきまし

報活動を少しずつ拡げております。      た。このほかにも河合さんの写真を利用させ

今年の10月 5日 (上 )、 6日 (日 )に は、 ていただく予定です。
東京の日比谷公園で行われる「国際協カフェ  子供基金会費の振替用紙を同封いたしまし
スティバル」にも参加して、子供基金の活動 た。今年まだ振込んでいない方は、この用紙
をアピールする予定です。          をご利用ください。すでに今年振込んでいた

今回の里子訪問ツアーに父親とともに参加 だいた方、申し訳ありません。
した藤田政和君 (中学 3年生)が、里親会員

になつてくれました。当基金の最年少の会員

です。里子はロンアン省の小学 3年生です。

最年長会員と思われる笠原嘉鶴子さん (94

歳)が 4月 に亡くなりました。笠原さんは、

子供基金が発足した1995年からの会員でした。

0訂正 :通信20号 3ページの左段 1行 日と右

段 7行 日「6月 」を「5月 」に、右段 6行 日
「2か月」を「1か月」に訂正します。引継

期間が変更されたためです。 (編集部)

ベ トナム子供基金会員募集

里親基金

年額一 口

20,000円

特定の 「里子」に奨学金 を支給す

る里親になつていただきます。

ベ トナム青葉奨学会から子供の履

歴票が届き、子供 と手紙のや り取

りができます。

会費納入は次の ところに

お願いいた します。

口座名義はいずれ も

「ベ トナム子供基金」

郵便振替

00140-1-70399

銀行振込

みずほ銀行駒込支店

支店番号 559

普通預金 1495745

一般基金

年額一 口

12,000円

子供たち全体の 「里親」 とい う関

係 を想定 しています。子供基金通

信によつて、会の運営、子供たち

の様子等をお伝 えします。

賛助基金 一般基金に準 じます。

金額、回数等、いっさい 自由です。

「緊急支援」にご協力 くださる方は次の ところにご送金 ください。

口座名義 :ベ トナム子供基金 。緊急支援

郵便振替 :00170-5-18054

銀行振込 :みずほ銀行駒込支店 支店番号 559 普通預金 1602525
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